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摂食関連物質の分泌に対
する腸内細菌叢の役割 

─無菌マウスを用いた研究─
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【背景】近年の研究から腸内細菌が摂食，エネ
ルギー代謝および肥満に影響を与えることが
明らかになってきているが，腸管由来の摂食関
連物質であるペプチド YY（PYY）およびセロ
トニン（5-HT）に対する腸内細菌叢の役割につ
いての研究報告は少ない．また，絶食および飽
食条件のそれぞれで腸内細菌叢と PYYおよび
5-HTの関連性を検討した報告は皆無である．そ
こで本研究では，無菌（GF）およびコンベンシ
ョナル（CV）マウスを用いて絶食および飽食条
件下で PYYおよび 5-HT分泌について検討し
た．
【方法】12-15週齢の GFおよび CVの成熟雄

IQI/Jicマウスを用いて，PYYおよび 5-HTの血
中濃度および十二指腸組織含有量を定量した．
PYYの測定には酵素免疫測定法を，5-HTの測
定には高速液体クロマトグラフィー /電気化学
検出法を用いた．サンプルの採取は GFおよび
CVマウスともに飽食群と 24時間絶食群を用い
て行った．餌は離乳時から GFおよび CVとも
に同じ放射線滅菌飼料（オリエンタル酵母社
製：CMF）を与えた．
【結果および考察】CVマウスでは PYYおよび

5-HTの血中濃度は絶食群と比べて飽食群で高
い結果となった．一方，GFマウスでは両物質
の血中濃度は絶食群でも飽食群でも同程度に
低値を示した．十二指腸のPYY含有量は絶食条
件下では腸内細菌叢の影響を受けることはな
かったが，飽食条件下では GFマウスに比べて
CVマウスで高値を示した．十二指腸のセロト
ニン代謝回転率は飽食群および絶食群ともに
GFマウスに比べて CVマウスで高値を示した．
これらの結果は腸内細菌叢が消化管の内分泌
細胞機能を調節し，PYYおよび 5-HT分泌を上
昇させることを示唆している．
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【目的】右側結腸に多く，予後が悪い大腸癌と
して，鋸歯状腺癌という新しい病理組織型が提
唱されている．今回の検討の目的は，Duckes’ B
では予後の範囲が広いことから，Dukes’ Bにお
いて鋸歯状腺癌が予後不良因子となりうるか
検討することである．
【方法】64症例の大腸癌手術症例を対象に用
いた．鋸歯状腺癌と非鋸歯状腺癌を分ける診断
以外に，性別，年齢，分化度，深達度，腫瘍占
拠部位，静脈侵襲，リンパ管侵襲においても比
較検討した．
【結果】鋸歯状腺癌は，症例の 17.5％（n＝11）
に認められた．鋸歯状腺癌を非鋸歯状腺癌と比
較すると明らかに 5年生存率は低かった（P＝
0.0396 logrank，Kaplan-Meier）．統計学的に有意
差が認められた項目で，多変量解析を施行した
が，鋸歯状腺癌は独立因子として認めることが
できた（P＝0.027）．
【結論】生存率が有意に低く，他の因子に影響
されないことから，鋸歯状腺癌を独立した予後
因子であると確認できた．
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